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電気・電子・機械・情報の工学分野を網羅する
「電子制御工学シリーズ」の第 1 巻！
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「電子制御工学シリーズ」の第 1巻である本書では，計測工学の基礎を述べ
ます。特に分野を狭めず，横断的工学に沿う計測制御および関連する工学実
験の基礎を扱います。対象読者を大学や高専，工業高校の電気・電子・情報・
機械工学系の学生として，もちろん現場の技術者の研修等にも活用可能な内
容を意識しました。
まず計測の基盤，度量衡，計測法として基本量の計測，工業計測と計装，

電気量の計測を述べ，次に実験を意識した感覚量の計測，データの処理まで
を述べています。いささか広い内容なので，この 1冊で高専 3年生から専攻
科 1年生までの複数科目と実験を網羅できます。したがって大学 2年次以降
の計測工学入門科目であっても，総合計測論としても，あるいは分野ごとの
例えば機械計測，電気計測などの科目であっても，さらに大学院科目であっ
ても，内容を取捨選択していただき，有効に活用できる内容になっています。
一方で，具体的計測法では難解な数式を可能な限り排しているので，高校 2
年次以降の生徒であっても，理解のある指導者のもとであれば学習可能な内
容です。

本シリーズでは，電気，機械，情報の 3分野をまとめて工学として考え，
横断的工学に沿う計測制御および関連するシステム技術の基礎を述べます。
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を専門としない様々な専門領域の学生に対する情報技術教育や研究に従
事。
主な研究分野は、データマイニング、データ分析、学習者の特徴分析、
教材コンテンツの評価などの教育工学および、データサイエンス。
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　本書は、情報技術に対してさまざまな観点から解説することで、文理
問わずスムーズに理解できるよう構成されています。各章ごとに
「NOTE」、「チェック問題」、「実習」、「ほのぼの IT 教室」、「memo」、「チャ
レンジ」などの課題や参考情報を多く設け、実用的な教科書としても利
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探究・トレーニング・創造
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